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広  報

町内新小学１年生紹介
農業者向け各種補助事業申し込みは必要ありません

特定健診・各種検診
第９回
たつごうエッセイコンテスト募集

2021年度本場奄美大島紬原図コンテスト入  賞ヒカンザクラを図柄に

2022

６月号令和４年

龍郷町の人口　令和４年４月末現在(前年比)　3,165世帯（+24） 男2,919人（+12） 女3,129人（+21） 計6,048人（+33）
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龍郷小学校
・いじゅういん ゆずき 

・おおぎ すみれ

・おおの げんすけ

・おおの しずく 

・もがみ あいな

龍瀬小学校・ありかわ きらら ・いずみ りう ・おかえ えば ・さかえ ゆいと 

・たばた ななか ・とうえ りりあ ・のりおか ゆな ・はやし あおい ・まき らいせい 

・みずま あおい ・むらた こうせい ・よこお たくみ

赤徳小学校・いしはら おうらい ・かとう そうま ・かわぐち あかね ・さこち りいな 

・とよやま あおと・とよやま はる ・なかみず はるた ・なかむら ほのか ・まえしま こうき 

・みどり みり・みやかわ ちひろ ・やました はるか ・よしおか ゆず

戸口小学校

・あさ りょうへい 

・なかお いおり 

・なかむら そうすけ

・ひご きらら 

・まつもと さくと 

・やまぐち こうが 

・やまぐち ののか 

・やまぐち ゆり 

・やまだ はなと

秋名小学校・しげやま みらい 

・しげやま わたる ・むらかみ たいすけ

円小学校・たに こたろう ・ひめの りきと
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大勝小学校・あたり ゆあ ・いいだ ももえ ・いでさこ ゆめ ・いわた あかり ・おおはま ゆうた 

・おかやま いと ・おさ ゆうじん ・かくだ ゆずき ・かじはら やすと ・かつだ そうすけ ・かわぐち ひでよし 

・かわばた すみと ・きしだ とうこ ・くぼた あき ・こばやし さき ・さかえ さき ・しげ ゆうき 

・しろさき りゅうじん ・たいら さほ ・とうだ ゆうしん ・なかむら たかし ・にし りりな ・にへい やわら 

・はせがわ りょうせい ・はまさき はな ・ふくもと かえで・まえだ みな ・まえだ よしの ・みなみ かんせい 

・みよし ぎんじ ・もりた さくら
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龍郷町の話題
遠隔教育システムを活用

合同新人研修

　龍郷町を含む奄美大島５市町村と「遠隔教育
システムを活用した包括的パートナーシップ
協定」を締結したSchoo（東京都）は、合同新人研
修を行いました。官民含めて約60人が取り組み、
本町からは役場職員５人が参加。研修では、同
社が提供するオンライン学習サービスを活用
して、業務に役立つビジネススキルを学びまし
た。スクーは町民にも無料
開放しています。希望され
る方は、右記のＱＲコード
からお申し込みください。

４.12-15

修学旅行の受入家庭募集

子どもたちを迎えるにあたって

　龍郷町教育民泊実行委員会準備会は「修学旅行の受入家庭
募集に関する説明会」（教育民泊セミナー）を開催しました。
　昨年度に引き続き、教育旅行コンサルタントの伊原和彦氏
を招へい。受入家庭向けの講習として「子どもたちを迎える
にあたっての受入準備」について実例などを学びました。
　教育民泊は、各家庭に学生が３～４人グループで泊まり、
その地域や家庭の生活、文化等を体験して学ぶ宿泊のことで
す。特別なコトはせず、「ありのまま」を見せることが大切で
す。興味関心がある方は、まずは説明会にご参加ください。
　お問い合わせ先：龍郷町教育民泊実行委員会準備会（役場
企画観光課内）電話6 9 - 4 5 1 2

４.15

児童福祉週間

願いをのせた鯉のぼり

　厚生労働省では子どもや家庭、子どもの健や
かな成長について国民全体で考えることを目
的に毎年5月5日の「こどもの日」から1週間を児
童福祉週間と定めています。
　龍郷町では昨年度に引き続き「願いをのせた
鯉のぼり」を実施し、今年度は町内の保育所年
長さんから小学生、中学生の皆さん約660名にそ
れぞれの夢や希望を鯉のぼりに描いてもらい、
国道沿いに飾りました。
〈令和4年度児童福祉週間標語〉　愛知県の田中豪さん(15歳)の作品

　　「見つけたよ　広がる未来とつかむ夢」　

４.20

令和４年度龍郷町生涯学習講座合同開校式

生きがいや仲間づくりに

　りゅうがく館講堂において、生涯学習講座合
同開講式が行われました。今年度の生涯学習講
座は、新設7講座を含む23講座、46教室が開講
し、約640名が参加します。碇山和宏教育長は
「講座が生きがいや仲間づくりになり、地域活
化につながれば」と述べました。

４.24
浦生活館落成式

地域活性化の拠点、避難所として

　老朽化に伴い建て替え工事を行った浦生活館
がこの度完成し、関係者らで落成式を行いまし
た。新しい生活館は、備蓄倉庫やシャワー・更衣
室なども整備され、避難所としての機能充実を
図りました。川畑区長は「さまざまな集落行事を
行うのが楽しみです」と語りました。

４.21

奄美群島地域産業振興基金協会主催

ヒカンザクラを図柄に

　2021年度本場奄美大島紬原図コンテストにお
いて、龍瀬小学校の碇山月子さん（瀬留・小学4年
生）の作品が入賞し、審査員の前田圭祐氏（浦・前
田紬工芸）から賞状と記念品が手渡されました。
原図は龍郷柄を模した柄に、ピンク色のヒカンザ
クラが配置され、「すぐに商品化できるくらい図
柄が明確」と評価を受けました。今回、応募総数164
点中９作品が入選。児童の入選は碇山さんのみ
で、図案は反物18反に製品化される予定です。

４.21

龍北中学校　減速帯の設置作業体験

スピード落として交通事故を減らそう

　島内のアマミノクロウサギ生息数は、マン
グース駆除などにより増加している一方、交通
事故は増加傾向にあります。これにより、島内
ではさまざまなロードキル対策が検討されて
います。
　この日、環境省奄美野生生物保護センターの
鈴木真理子氏が龍北中学校を訪問し、島内の希
少種保護の現状を説明。その後、生徒たちは町
道において減速帯を設置体験をしました。

４.26

スクー
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日程 時間 会場 内容 

6/30 木  

 

 

午前中 

中勝 特定健診 

長寿健診 

各種検診 

 腹部超音波・胃がん・大腸がん前

立腺がん肝炎ウイルス  

7/1 金 戸口 

7/2 土 りゅうゆう館 

7/3 日 りゅうゆう館 

7/4 月 赤尾木 

7/5 火 赤尾木 

7/12 火 大勝 

7/13 水 秋名／円 

40歳以上74歳までの国民健康保険加入者
身体測定、問診、血圧測定、血液検査、尿検査、心電図検査、医
師の診察、眼底検査（必要な方のみ）

今年度から申し込みは必要ありません。
健診日が近くなりましたら、対象者全員に案内を送付します。
送付された書類をご持参のうえ、希望する受診日に会場にお越しください。
天候やコロナウイルス感染症の発生状況等により、日程や会場が変更になる場合も
あります。あらかじめご了承ください。

特 定 健 診
対　象　者
　内　　容

75歳以上の方
特定健診と同じ

長 寿 健 診
対　象　者
　内　　容

特定健診・各種検診
申 役場保健福祉課　☎６９-４５１４

　特定健診は、生活習慣病や、その前兆であるメタ
ボリックシンドロームを早期に発見・改善するために
実施しています。自分では自覚できない症状や忍び
寄る病気を見逃さないためにも、定期的な受診が必
要です。
　私たちの心や体にかかる負担は、長い年月の中で、
知らず知らずのうちに体の色 な々部分を衰えさせ、「生活習慣病」の大きな要因となっています。健診
をきっかけに「あなたの健康」を見直しましょう。

無
　
　料

40歳以上のすべての町民の方
※料金は、送られてくる案内をご確認ください。

各 種 検 診
対　象　者有 

料

特定健診は
1年に1回

受診しましょう
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中勝 特定健診 

長寿健診 

各種検診 

 腹部超音波・胃がん・大腸がん前

立腺がん肝炎ウイルス  

7/1 金 戸口 

7/2 土 りゅうゆう館 

7/3 日 りゅうゆう館 

7/4 月 赤尾木 

7/5 火 赤尾木 

7/12 火 大勝 

7/13 水 秋名／円 

40歳以上74歳までの国民健康保険加入者
身体測定、問診、血圧測定、血液検査、尿検査、心電図検査、医
師の診察、眼底検査（必要な方のみ）

今年度から申し込みは必要ありません。
健診日が近くなりましたら、対象者全員に案内を送付します。
送付された書類をご持参のうえ、希望する受診日に会場にお越しください。
天候やコロナウイルス感染症の発生状況等により、日程や会場が変更になる場合も
あります。あらかじめご了承ください。

特 定 健 診
対　象　者
　内　　容

75歳以上の方
特定健診と同じ

長 寿 健 診
対　象　者
　内　　容

特定健診・各種検診
申 役場保健福祉課　☎６９-４５１４

　特定健診は、生活習慣病や、その前兆であるメタ
ボリックシンドロームを早期に発見・改善するために
実施しています。自分では自覚できない症状や忍び
寄る病気を見逃さないためにも、定期的な受診が必
要です。
　私たちの心や体にかかる負担は、長い年月の中で、
知らず知らずのうちに体の色 な々部分を衰えさせ、「生活習慣病」の大きな要因となっています。健診
をきっかけに「あなたの健康」を見直しましょう。

無
　
　料

40歳以上のすべての町民の方
※料金は、送られてくる案内をご確認ください。

各 種 検 診
対　象　者有 

料

特定健診は
1年に1回

受診しましょう

募集部門 高校・一般部門／小・中学生部門
応募資格 小学５年生以上（小学・中学・高校・専門学校生は奄美群島内居住に限る）
原稿枚数 ４００字詰原稿用紙２枚
審査員 出水沢藍子－作家－／仲川文子－詩人－／龍郷町教育長

賞 最優秀賞１点／優秀賞２点／佳作若干数／特別賞１点（予定）
副賞 最優秀賞 高校・一般１０万円／小・中学校１万円分図書カード

最優秀賞、優秀賞に入選された島外在住の方は表彰式にご招待
募集期間 令和４年７月１日～令和４年９月３０日必着
結果発表 令和４年１２月以降
表彰式 令和５年２月予定

応募規定 「たつごうエッセイコンテスト応募」と記載して、メールもしくは封筒でお送りください。原稿は
４００字詰原稿用紙に縦書き２枚。原稿用紙１枚目から本文を書くこと。別紙に①タイトル②氏名

（ふりがな）③年齢④性別⑤住所⑥職業（学校名・学年）⑦電話番号を明記。用紙をホッチキス止め
はしないこと。

応募上の注意
１人につき１点とします。応募作品の返却はいたしません。自作未発表の作品とし、ペンネームは不可とします。
受賞作品の著作権はたつごうエッセイコンテスト事務局に属します。募集により知り得た個人情報は、審査に関す
ること以外に使用しません。受賞発表時には、氏名、年齢、住所（市町村まで）で公表します。受賞作品は、龍郷
町の各広報に掲載、使用する場合があります。メールにて応募の場合、規定に合う形式にし、送付してください。
（ワードやＰＤＦ等）

テーマ
「奄美（シマ）の宝～世界自然遺産登録を記念して～」

「お弁当」
※１つのテーマを選んでください

龍郷エッセイコンテスト実行委員会（龍郷町役場企画観光課内）
〒８９４－０１９２
鹿児島県大島郡龍郷町浦１１０番地
☎ ０９９７－６９－４５１２ FAX ０９９７－６２－２５３５ Mail kikakukanko@town.tatsugo.lg.jp
主催：たつごうエッセイコンテスト実行委員会 後援：奄美新聞社／FMたつごう／南海日日新聞社 ／南日本新聞社／龍郷町
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に
い
た
。
年
に
一
セ
ン
チ
、
少
し
ず
つ
低
く
な
っ

て
い
く
。

　
そ
の
う
ち
、
子
ど
も
た
ち
が
次
々
と
巣
立
っ
て

い
っ
た
。
ろ
う
そ
く
に
結
ば
れ
て
い
る
ピ
ン
ク
色

だ
っ
た
リ
ボ
ン
は
く
す
み
、
正
面
に
書
か
れ
て
い

た
式
場
の
名
前
は
、
は
が
れ
て
読
め
な
く
な
っ
て

き
た
。

「
ろ
う
そ
く
も
、こ
れ
が
最
後
だ
ね
」

25
の
数
字
が
溶
け
て
い
く
の
を
見
守
り
な
が
ら
、

夫
婦
で
し
ん
み
り
と
、
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
た
。

　
数
日
後
、
高
さ
六
十
セ
ン
チ
も
あ
る
細
長
い
箱

が
届
い
た
。「
山
鹿
家
万
歳
♡
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

中
か
ら
出
て
き
た
の
は
、
真
新
し
い
ろ
う
そ
く
。

最
近
の
披
露
宴
で
は
使
わ
れ
な
い
の
で
、
特
注
品

だ
と
い
う
。
サ
プ
ラ
イ
ズ
好
き
な
子
ど
も
た
ち
か

ら
の
贈
り
物
。
今
回
も
ま
た
、
驚
か
さ
れ
た
の

だ
っ
た
。

　
あ
れ
か
ら
三
年
、
娘
た
ち
は
、
横
浜
と
地
元
で

そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
家
庭
を
築
き
始
め
た
。
そ
し
て

息
子
は
、
海
外
で
夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い

る
。

「
ど
こ
に
い
て
も
、
幸
せ
だ
っ
た
ら
嬉
し
い
さ
あ
」

母
の
言
葉
が
胸
に
し
み
る
。
二
代
目
の
ろ
う
そ
く

の
25
を
灯
す
と
き
、
私
た
ち
は
金
婚
式
を
迎
え
る
。

そ
の
日
も
、
ど
こ
に
い
て
も
、
幸
せ
だ
っ
た
ら
嬉

し
い
。

　
我
が
家
に
は
、
高
さ
の
異
な
る
、
直
径
十
二
セ

ン
チ
も
あ
る
大
き
な
ろ
う
そ
く
が
、
二
本
飾
っ

て
あ
る
。
一
つ
は
、
私
た
ち
夫
婦
が
結
婚
披
露
宴

の
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
で
使
っ
た
、
思
い
出

の
品
で
あ
る
。

　
私
は
沖
縄
で
生
ま
れ
育
ち
、
大
学
も
地
元
を

選
ん
だ
。
そ
れ
が
ま
さ
か
、
県
外
に
嫁
ぐ
こ
と
に

な
る
な
ん
て
、
私
自
身
、
想
像
さ
え
し
て
い
な

か
っ
た
。

「
ど
こ
に
い
て
も
、
幸
せ
だ
っ
た
ら
嬉
し
い
さ

あ
」
母
は
そ
う
言
っ
て
、
私
を
送
り
出
し
て
く
れ

た
。

　
結
婚
記
念
日
に
は
、
ろ
う
そ
く
に
火
を
灯
す

こ
と
を
恒
例
に
し
て
き
た
。
そ
の
表
面
に
は
、
年

数
を
表
す
１
か
ら
25
ま
で
の
数
字
が
縦
に
記
さ

れ
て
い
る
。
毎
年
、
数
字
が
一
つ
溶
け
て
い
く
ま

で
の
時
間
を
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
。

　
一
周
年
で
は
、
生
後
一
か
月
の
長
女
を
囲
ん

で
ワ
イ
ン
で
乾
杯
。
そ
れ
か
ら
家
族
が
増
え
、
五

人
で
賑
や
か
に
ケ
ー
キ
を
食
べ
る
年
が
続
い
た
。

夫
の
転
勤
に
伴
っ
て
、
何
度
か
引
越
を
し
た
と

き
も
、こ
の
ろ
う
そ
く
は
、
い
つ
も
私
た
ち
と
共

高
校・一
般
の
部
　佳
作

　ろ
う
そ
く

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
　
山
鹿
　
博
子

　
「
美
人
よ
り
丸
い
笑
顔
が
先
に
嫁
き
」

　
こ
れ
は
、
私
た
ち
夫
婦
の
結
婚
に
際
し
て
、
妻

の
母
方
の
祖
母
が
詠
ん
だ
川
柳
だ
。
当
時
、
地
元

新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
た
記
憶
が
あ
る
。
結
婚
以
来

三
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
我
が
家
の
居
間
に
は
、

こ
の
川
柳
の
色
紙
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

　
祖
母
は
、
と
て
も
優
し
く
、
そ
し
て
、
と
て
も
と

て
も
褒
め
上
手
な
人
だ
っ
た
。

　
娘
が
小
学
生
の
こ
ろ
の
こ
と
だ
。
学
校
か
ら
持

ち
帰
っ
た
通
知
表
は
、
と
て
も
褒
め
ら
れ
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
私
と
妻
は
、

「
情
け
な
い
な
あ
。
お
ば
あ
さ
ん
に
見
せ
て
叱
っ

て
も
ら
お
う
」
と
祖
母
の
家
に
娘
を
連
れ
て
い
っ

た
。

　
と
こ
ろ
が
、
祖
母
は
、
叱
る
ど
こ
ろ
か
、

「
素
晴
ら
し
い
。
立
派
な
成
績
だ
こ
と
。
よ
く
頑

張
っ
た
ね
。
偉
い
ね
」
と
娘
を
褒
め
、
お
小
遣
い
ま

で
与
え
た
の
だ
。
私
た
ち
の
完
敗
だ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
以
上
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
の
は

高
校・一
般
の
部
　佳
作

　お
ば
あ
さ
ん
の
川
柳

 
愛
媛
県
伊
予
郡
松
前
町
　
原
　
徹

　
私
の
今
ま
で
の
人
生
は
大
き
く
三
つ
に
分
け

ら
れ
る
。
一
つ
目
は
前
の
お
母
さ
ん
期
、
二
つ
目

は
お
母
さ
ん
い
な
い
期
、
三
つ
目
は
今
の
お
母

さ
ん
期
だ
。
一
つ
目
の
前
の
お
母
さ
ん
期
は
大

阪
に
住
ん
で
い
て
、
小
学
三
年
生
に
な
る
少
し

前
ま
で
の
幼
少
時
代
だ
。
記
憶
も
あ
い
ま
い
だ

し
、
兄
弟
で
遊
び
に
明
け
暮
れ
て
い
た
。
二
つ
目

の
お
母
さ
ん
い
な
い
期
は
私
た
ち
が
奄
美
大
島

に
来
て
約
二
年
程
の
期
間
だ
。
そ
の
と
き
は
、
父

と
姉
と
私
と
弟
で
祖
母
の
住
む
芦
徳
に
五
人
で

住
ん
で
い
た
。
最
初
の
こ
ろ
は
、
母
の
い
な
い
生

活
に
戸
惑
っ
た
が
、
そ
れ
も
時
間
が
経
つ
に
つ

れ
て
薄
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
や
は
り
ど
こ
か

さ
み
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
そ
の
生

活
を
変
え
て
く
れ
た
の
が
今
か
ら
三
年
前
の
七

月
十
六
日
だ
。
三
つ
目
の
今
の
お
母
さ
ん
期
の

到
来
だ
。
私
の
父
が
今
の
母
と
出
会
い
、
再
婚
し

た
。
四
人
家
族
は
、
母
側
の
四
人
家
族
と
合
わ
さ

り
、
八
人
家
族
と
な
っ
た
。
八
人
に
な
っ
て
か
ら

は
、
八
人
が
け
の
机
を
囲
み
、
母
の
つ
く
る
料
理

を
感
謝
し
て
食
べ
た
り
、
話
に
華
を
咲
か
せ
て

楽
し
ん
だ
。コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
、
休
校

小
中
学
生
の
部
　優
秀
賞

　人
生
の
分
か
れ
目

赤
徳
中
学
校
二
年
　
要
田
　
光
春

ー第 8回たつごうエッセイコンテスト「八月踊り」「家族」ーー第 8回たつごうエッセイコンテスト「八月踊り」「家族」ー

主催：たつごうエッセイコンテスト実行委員会    後援：奄美新聞社 / 南海日日新聞社 / 南日本新聞社 / エフエムたつごう / 龍郷町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別協賛：（公財）奄美群島地域産業振興基金協会

８
た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

※

学
年
の
表
記
は
作
品
応
募
時
点

に
な
っ
た
と
き
も
、
長
女
を
中
心
と
し
た
「
要
田

学
校
」
を
開
校
し
、
校
歌
を
つ
く
っ
た
り
、
色
々

な
活
動
を
し
た
。
毎
日
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
、
父

や
母
、
家
族
が
互
い
に
支
え
合
え
る
生
活
は
、
誰

か
に
自
慢
し
た
く
な
る
程
だ
。
私
は
こ
ん
な
要

田
家
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
ほ
こ
り
に
思
う
。

ま
た
、
こ
ん
な
世
界
を
つ
く
り
出
し
て
く
れ
た

私
の
家
族
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。

　
あ
た
り
前
に
存
在
す
る
父
、
母
、
兄
弟
で
つ
く

ら
れ
る
家
族
と
い
う
存
在
は
、
と
て
も
大
き
な

も
の
だ
。
一
人
で
も
欠
け
て
し
ま
え
ば
と
て
も

さ
み
し
く
な
る
し
、
元
気
も
な
く
な
る
。
家
族
と

辞
書
で
引
く
と
、「
家
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
繋
が

り
・
共
同
体
」
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
だ
。
私
は
辞

書
の
家
で
の
繋
が
り
だ
け
で
な
く
、
心
の
繋
が

り
の
あ
る
家
族
に
な
り
た
い
。

　
私
の
人
生
は
こ
れ
か
ら
、
い
く
つ
に
分
け
ら

れ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
で
も
、
そ
の
中
心
に
は

必
ず
家
族
が
在
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

た
い
。

娘
だ
っ
た
。

「
あ
ん
な
に
褒
め
て
も
ら
っ
て
恥
ず
か
し
い
。
今

度
は
、
お
ば
あ
さ
ん
に
見
せ
て
も
恥
ず
か
し
く
な

い
成
績
を
取
ろ
う
」
と
奮
起
し
た
娘
は
、
次
の
学

期
末
、
ほ
ぼ
オ
ー
ル
五
の
通
知
表
を
持
っ
て
帰
っ

た
の
だ
。
祖
母
の
大
勝
利
だ
っ
た
。
ま
る
で
魔
法

使
い
の
お
ば
あ
さ
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
喜
び
勇
ん

で
通
知
表
を
見
せ
に
行
こ
う
と
し
た
矢
先
、
祖
母

の
訃
報
が
届
い
た
。

　
祖
母
が
亡
く
な
っ
て
二
十
年
に
な
る
。

　
妻
は
、
祖
母
が
大
好
き
だ
っ
た
。
地
元
新
聞
に

エ
ッ
セ
イ
を
投
稿
す
る
の
が
趣
味
だ
っ
た
妻
の

人
生
最
後
の
投
稿
は
、
三
年
前
の
夏
、
祖
母
の
思

い
出
を
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
だ
っ
た
。

　
妻
と
祖
母
は
、
あ
の
世
で
再
会
で
き
た
だ
ろ
う

か
。
い
く
ら
優
し
く
て
褒
め
上
手
の
祖
母
で
も
、

「
和
子
ち
ゃ
ん
、
あ
な
た
、
こ
っ
ち
に
来
る
の
が

ち
ょ
っ
と
早
す
ぎ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
」
と
叱
っ
て

く
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
美
人
よ
り
丸
い
笑
顔
が
先
に
嫁
き
」

　
私
は
、
こ
の
色
紙
を
見
る
た
び
に
、
い
つ
も
心

の
中
で
祖
母
に
、こ
う
話
し
か
け
る
。

「
お
ば
あ
さ
ん
、
違
い
ま
す
よ
。
和
子
は
美
人
で
す

よ
」

第
８
回
た
つ
ご
う
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
集
で
き
ま
し
た

役
場
企
画
観
光
課
に
て
発
売
中

１
冊
２
０
０
円

・ 

・
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更
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介
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に
い
た
。
年
に
一
セ
ン
チ
、
少
し
ず
つ
低
く
な
っ

て
い
く
。

　
そ
の
う
ち
、
子
ど
も
た
ち
が
次
々
と
巣
立
っ
て

い
っ
た
。
ろ
う
そ
く
に
結
ば
れ
て
い
る
ピ
ン
ク
色

だ
っ
た
リ
ボ
ン
は
く
す
み
、
正
面
に
書
か
れ
て
い

た
式
場
の
名
前
は
、
は
が
れ
て
読
め
な
く
な
っ
て

き
た
。

「
ろ
う
そ
く
も
、こ
れ
が
最
後
だ
ね
」

25
の
数
字
が
溶
け
て
い
く
の
を
見
守
り
な
が
ら
、

夫
婦
で
し
ん
み
り
と
、
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
た
。

　
数
日
後
、
高
さ
六
十
セ
ン
チ
も
あ
る
細
長
い
箱

が
届
い
た
。「
山
鹿
家
万
歳
♡
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

中
か
ら
出
て
き
た
の
は
、
真
新
し
い
ろ
う
そ
く
。

最
近
の
披
露
宴
で
は
使
わ
れ
な
い
の
で
、
特
注
品

だ
と
い
う
。
サ
プ
ラ
イ
ズ
好
き
な
子
ど
も
た
ち
か

ら
の
贈
り
物
。
今
回
も
ま
た
、
驚
か
さ
れ
た
の

だ
っ
た
。

　
あ
れ
か
ら
三
年
、
娘
た
ち
は
、
横
浜
と
地
元
で

そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
家
庭
を
築
き
始
め
た
。
そ
し
て

息
子
は
、
海
外
で
夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い

る
。

「
ど
こ
に
い
て
も
、
幸
せ
だ
っ
た
ら
嬉
し
い
さ
あ
」

母
の
言
葉
が
胸
に
し
み
る
。
二
代
目
の
ろ
う
そ
く

の
25
を
灯
す
と
き
、
私
た
ち
は
金
婚
式
を
迎
え
る
。

そ
の
日
も
、
ど
こ
に
い
て
も
、
幸
せ
だ
っ
た
ら
嬉

し
い
。

　
我
が
家
に
は
、
高
さ
の
異
な
る
、
直
径
十
二
セ

ン
チ
も
あ
る
大
き
な
ろ
う
そ
く
が
、
二
本
飾
っ

て
あ
る
。
一
つ
は
、
私
た
ち
夫
婦
が
結
婚
披
露
宴

の
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
で
使
っ
た
、
思
い
出

の
品
で
あ
る
。

　
私
は
沖
縄
で
生
ま
れ
育
ち
、
大
学
も
地
元
を

選
ん
だ
。
そ
れ
が
ま
さ
か
、
県
外
に
嫁
ぐ
こ
と
に

な
る
な
ん
て
、
私
自
身
、
想
像
さ
え
し
て
い
な

か
っ
た
。

「
ど
こ
に
い
て
も
、
幸
せ
だ
っ
た
ら
嬉
し
い
さ

あ
」
母
は
そ
う
言
っ
て
、
私
を
送
り
出
し
て
く
れ

た
。

　
結
婚
記
念
日
に
は
、
ろ
う
そ
く
に
火
を
灯
す

こ
と
を
恒
例
に
し
て
き
た
。
そ
の
表
面
に
は
、
年

数
を
表
す
１
か
ら
25
ま
で
の
数
字
が
縦
に
記
さ

れ
て
い
る
。
毎
年
、
数
字
が
一
つ
溶
け
て
い
く
ま

で
の
時
間
を
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
。

　
一
周
年
で
は
、
生
後
一
か
月
の
長
女
を
囲
ん

で
ワ
イ
ン
で
乾
杯
。
そ
れ
か
ら
家
族
が
増
え
、
五

人
で
賑
や
か
に
ケ
ー
キ
を
食
べ
る
年
が
続
い
た
。

夫
の
転
勤
に
伴
っ
て
、
何
度
か
引
越
を
し
た
と

き
も
、こ
の
ろ
う
そ
く
は
、
い
つ
も
私
た
ち
と
共

高
校・一
般
の
部
　佳
作

　ろ
う
そ
く

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
　
山
鹿
　
博
子

　
「
美
人
よ
り
丸
い
笑
顔
が
先
に
嫁
き
」

　
こ
れ
は
、
私
た
ち
夫
婦
の
結
婚
に
際
し
て
、
妻

の
母
方
の
祖
母
が
詠
ん
だ
川
柳
だ
。
当
時
、
地
元

新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
た
記
憶
が
あ
る
。
結
婚
以
来

三
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
我
が
家
の
居
間
に
は
、

こ
の
川
柳
の
色
紙
が
飾
ら
れ
て
い
る
。

　
祖
母
は
、
と
て
も
優
し
く
、
そ
し
て
、
と
て
も
と

て
も
褒
め
上
手
な
人
だ
っ
た
。

　
娘
が
小
学
生
の
こ
ろ
の
こ
と
だ
。
学
校
か
ら
持

ち
帰
っ
た
通
知
表
は
、
と
て
も
褒
め
ら
れ
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
私
と
妻
は
、

「
情
け
な
い
な
あ
。
お
ば
あ
さ
ん
に
見
せ
て
叱
っ

て
も
ら
お
う
」
と
祖
母
の
家
に
娘
を
連
れ
て
い
っ

た
。

　
と
こ
ろ
が
、
祖
母
は
、
叱
る
ど
こ
ろ
か
、

「
素
晴
ら
し
い
。
立
派
な
成
績
だ
こ
と
。
よ
く
頑

張
っ
た
ね
。
偉
い
ね
」
と
娘
を
褒
め
、
お
小
遣
い
ま

で
与
え
た
の
だ
。
私
た
ち
の
完
敗
だ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
以
上
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
の
は

高
校・一
般
の
部
　佳
作

　お
ば
あ
さ
ん
の
川
柳

 

愛
媛
県
伊
予
郡
松
前
町
　
原
　
徹

　
私
の
今
ま
で
の
人
生
は
大
き
く
三
つ
に
分
け

ら
れ
る
。
一
つ
目
は
前
の
お
母
さ
ん
期
、
二
つ
目

は
お
母
さ
ん
い
な
い
期
、
三
つ
目
は
今
の
お
母

さ
ん
期
だ
。
一
つ
目
の
前
の
お
母
さ
ん
期
は
大

阪
に
住
ん
で
い
て
、
小
学
三
年
生
に
な
る
少
し

前
ま
で
の
幼
少
時
代
だ
。
記
憶
も
あ
い
ま
い
だ

し
、
兄
弟
で
遊
び
に
明
け
暮
れ
て
い
た
。
二
つ
目

の
お
母
さ
ん
い
な
い
期
は
私
た
ち
が
奄
美
大
島

に
来
て
約
二
年
程
の
期
間
だ
。
そ
の
と
き
は
、
父

と
姉
と
私
と
弟
で
祖
母
の
住
む
芦
徳
に
五
人
で

住
ん
で
い
た
。
最
初
の
こ
ろ
は
、
母
の
い
な
い
生

活
に
戸
惑
っ
た
が
、
そ
れ
も
時
間
が
経
つ
に
つ

れ
て
薄
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
や
は
り
ど
こ
か

さ
み
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
そ
の
生

活
を
変
え
て
く
れ
た
の
が
今
か
ら
三
年
前
の
七

月
十
六
日
だ
。
三
つ
目
の
今
の
お
母
さ
ん
期
の

到
来
だ
。
私
の
父
が
今
の
母
と
出
会
い
、
再
婚
し

た
。
四
人
家
族
は
、
母
側
の
四
人
家
族
と
合
わ
さ

り
、
八
人
家
族
と
な
っ
た
。
八
人
に
な
っ
て
か
ら

は
、
八
人
が
け
の
机
を
囲
み
、
母
の
つ
く
る
料
理

を
感
謝
し
て
食
べ
た
り
、
話
に
華
を
咲
か
せ
て

楽
し
ん
だ
。コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
、
休
校

小
中
学
生
の
部
　優
秀
賞

　人
生
の
分
か
れ
目

赤
徳
中
学
校
二
年
　
要
田
　
光
春

ー第 8回たつごうエッセイコンテスト「八月踊り」「家族」ーー第 8回たつごうエッセイコンテスト「八月踊り」「家族」ー

主催：たつごうエッセイコンテスト実行委員会    後援：奄美新聞社 / 南海日日新聞社 / 南日本新聞社 / エフエムたつごう / 龍郷町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別協賛：（公財）奄美群島地域産業振興基金協会

８
た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

※

学
年
の
表
記
は
作
品
応
募
時
点

に
な
っ
た
と
き
も
、
長
女
を
中
心
と
し
た
「
要
田

学
校
」
を
開
校
し
、
校
歌
を
つ
く
っ
た
り
、
色
々

な
活
動
を
し
た
。
毎
日
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
、
父

や
母
、
家
族
が
互
い
に
支
え
合
え
る
生
活
は
、
誰

か
に
自
慢
し
た
く
な
る
程
だ
。
私
は
こ
ん
な
要

田
家
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
ほ
こ
り
に
思
う
。

ま
た
、
こ
ん
な
世
界
を
つ
く
り
出
し
て
く
れ
た

私
の
家
族
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。

　
あ
た
り
前
に
存
在
す
る
父
、
母
、
兄
弟
で
つ
く

ら
れ
る
家
族
と
い
う
存
在
は
、
と
て
も
大
き
な

も
の
だ
。
一
人
で
も
欠
け
て
し
ま
え
ば
と
て
も

さ
み
し
く
な
る
し
、
元
気
も
な
く
な
る
。
家
族
と

辞
書
で
引
く
と
、「
家
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
繋
が

り
・
共
同
体
」
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
だ
。
私
は
辞

書
の
家
で
の
繋
が
り
だ
け
で
な
く
、
心
の
繋
が

り
の
あ
る
家
族
に
な
り
た
い
。

　
私
の
人
生
は
こ
れ
か
ら
、
い
く
つ
に
分
け
ら

れ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
で
も
、
そ
の
中
心
に
は

必
ず
家
族
が
在
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

た
い
。

娘
だ
っ
た
。

「
あ
ん
な
に
褒
め
て
も
ら
っ
て
恥
ず
か
し
い
。
今

度
は
、
お
ば
あ
さ
ん
に
見
せ
て
も
恥
ず
か
し
く
な

い
成
績
を
取
ろ
う
」
と
奮
起
し
た
娘
は
、
次
の
学

期
末
、
ほ
ぼ
オ
ー
ル
五
の
通
知
表
を
持
っ
て
帰
っ

た
の
だ
。
祖
母
の
大
勝
利
だ
っ
た
。
ま
る
で
魔
法

使
い
の
お
ば
あ
さ
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
喜
び
勇
ん

で
通
知
表
を
見
せ
に
行
こ
う
と
し
た
矢
先
、
祖
母

の
訃
報
が
届
い
た
。

　
祖
母
が
亡
く
な
っ
て
二
十
年
に
な
る
。

　
妻
は
、
祖
母
が
大
好
き
だ
っ
た
。
地
元
新
聞
に

エ
ッ
セ
イ
を
投
稿
す
る
の
が
趣
味
だ
っ
た
妻
の

人
生
最
後
の
投
稿
は
、
三
年
前
の
夏
、
祖
母
の
思

い
出
を
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
だ
っ
た
。

　
妻
と
祖
母
は
、
あ
の
世
で
再
会
で
き
た
だ
ろ
う

か
。
い
く
ら
優
し
く
て
褒
め
上
手
の
祖
母
で
も
、

「
和
子
ち
ゃ
ん
、
あ
な
た
、
こ
っ
ち
に
来
る
の
が

ち
ょ
っ
と
早
す
ぎ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
」
と
叱
っ
て

く
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
美
人
よ
り
丸
い
笑
顔
が
先
に
嫁
き
」

　
私
は
、
こ
の
色
紙
を
見
る
た
び
に
、
い
つ
も
心

の
中
で
祖
母
に
、こ
う
話
し
か
け
る
。

「
お
ば
あ
さ
ん
、
違
い
ま
す
よ
。
和
子
は
美
人
で
す

よ
」

第
８
回
た
つ
ご
う
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
集
で
き
ま
し
た

役
場
企
画
観
光
課
に
て
発
売
中

１
冊
２
０
０
円

・ 

・
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介
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９
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介
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補
助
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業

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

　
奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
４
年
6
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

6
月
9
日（
木
）

　
岡
本
敏
徳
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

6
月
16
日（
木
）

　
和
田
知
彦
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

6
月
23
日（
木
）

　
平
野一哉
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は一人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を
ま
と

め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け
て
申
込

さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
も

市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

市
民
生
活
係

☎（
５
２
）１
１
１
１
　
内
線
１
７
１
６

か
ご
し
ま
子
ど
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談

通
報
窓
口

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、中
学
生・高
校
生

等
を
対
象
に
、悩
み
の
相
談
や
い
じ
め
の
目
撃

情
報
な
ど
を
、身
近
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
相

談・連
絡
で
き
る
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
身
近
な
人
に
は
な
か
な
か
面
と
向
か
っ
て

言
え
な
い
よ
う
な
悩
み
に
つ
い
て
、チ
ャ
ッ
ト

形
式
で
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。相
談
の
秘

密
は
必
ず
守
り
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
通
報(

24
時
間)

い
じ
め
に
関
す
る
情
報
な
ど
、友
達
の
こ
と
で

も
自
分
の
こ
と
で
も
24
時
間
い
つ
で
も
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

開
設
期
間

令
和
５
年
３
月
31
日（
金
）ま
で

　
登
録
方
法
等
、詳
細
に
つ
い
て
は
、県
教
育

委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

県
教
育
庁
高
校
教
育
課
学
校
教
育
生
徒

指
導
班
☎
０
９
９-

２
８
６-

５
５
３
２

鹿
児
島
県
交
通
事
故
相
談
所

大
島
で
相
談
受
付

　
交
通
事
故
相
談
所
が
、出
張
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
交
通
事
故
相
談
所
で
は
、大
島

支
庁
に
お
い
て
定
期
的
な
出
張
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。相
談
は
左
記
の
と
お
り
実
施
す

る
予
定
で
す
。な
お
、相
談
は
無
料
で
す
。

日
　
時

６
月
27
日（
月
）午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
相
談
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

６
月
28
日（
火
）午
前
９
時
〜
正
午

（
相
談
受
付
は
午
前
11
時
30
分
ま
で
）

場
　
所

 

大
島
支
庁
会
議
室

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観
点

か
ら
、中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

必
ず
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。県
交
通

事
故
相
談
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。※

詳

し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　  

　 

県
交
通
事
故
相
談
所

☎
０
９
９（
２
８
６
）２
５
６
５

ス
ト
ッ
プ
！
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
携
帯
電
話

う
そ
電
話
詐
欺
に
注
意

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

労
働
保
険
年
度
更
新

　
奄
美
警
察
署
・
奄
美
大
島
防
犯
団
体
連

絡
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　
県
内
で
は
、う
そ
電
話
詐
欺
に
よ
る
被

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。特
に
、役
場
職
員

を
装
っ
て
、介
護
保
険
の
還
付
金
が
あ
る
な

ど
と
、う
そ
の
電
話
を
掛
け
て
き
て
、す
ぐ

に
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

へ
行
く
よ
う
指
示
し
、お
金
を
振
り
込
ま
せ

る
と
い
っ
た
方
法
で
だ
ま
し
て
き
ま
す
。

　
す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込
ま
な
い
、す
ぐ
に

家
族
や
警
察
に
相
談
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
奄
美
警
察
署
生
活
安
全
課

　
☎（
５
３
）０
１
１
０

　
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
は
、労
働
保

険（
労
災
保
険・雇
用
保
険
）に
係
る
保
険
料

に
つ
い
て
、左
記
期
間
に
前
年
度
の
確
定
保

険
料
と
、新
年
度
の
概
算
保
険
料
の
申
告
及

び
納
付
を
行
う
、年
度
更
新
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

期
間
　
令
和
４
年
６
月
１
日（
水
）〜

令
和
４
年
７
月
11
日（
月
）

●
鹿
児
島
労
働
局
か
ら
送
付
さ
れ
る
申
告

書
お
よ
び
納
付
書
に
よ
り
、期
間
内
の
申
告・

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

●ｅ-

Ｇｏｖ
か
ら
、電
子
申
請
に
よ
る
申
告
も

可
能
で
す
。

　 

鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
９
９（
２
２
３
）８
２
７
６

龍
郷
町
河
川
愛
護
運
動
月
間

　
龍
郷
町
で
は
、６
月
１
日（
水
）〜
７
月
15

日（
金
）を
河
川
愛
護
運
動
月
間
と
定
め
て
い

ま
す
。

　
河
川
愛
護
思

想
の
普
及
・
啓
発

活
動
を
行
う
と
と

も
に
、町
民
の
自

主
的
な
河
川
愛
護

作
業
を
通
じ
て
、

き
れ
い
な
河
川
環

境
の
保
全
・
創
出

を
図
り
ま
し
ょ
う
。

目
的

①
河
川
愛
護
思
想
の
普
及・啓
発

②
河
川
愛
護
作
業
に
よ
る
河
川
の
美
化

③
協
力
体
制
の
確
立

河
川
は
私
た
ち
の
大
切
な
財
産
で
す
。ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
愛
護
運
動
を
実
施
す
る
際
、集
落
に
は
役

場
よ
り
燃
料
代
の
支
給
が
あ
り
ま
す
。

　 

役
場
建
設
課
☎（
６
９
）４
５
２
１

取
得
し
や
す
く
な
り
ま
す

育
児・介
護
休
業
法
改
正

　
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
く
す
る
た
め
、

育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

柔
軟
で
取
得
し
や
す
い
育
児
休
業
制
度
に
変

わ
る
ほ
か
、育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
な
ど
に
事
業
主
が
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
変
わ
っ
た
点

・育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
雇
用
環
境
整
備

・
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
、生
ま
れ
た
労
働
者
へ

  

の
個
別
の
周
知
と
意
向
確
認

・有
期
雇
用
労
働
者
の
要
件
緩
和

令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
変
わ
る
点

・産
後
パ
パ
育
休
の
創
設

・
育
児
休
業
の
分
割
取
得
、１
歳
以
降
の
育

児
休
業
開
始
日
の
柔
軟
化

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
変
わ
る
点

・育
児
休
業
取
得
率
の
公
表

詳
し
く
は
、左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　 

鹿
児
島
労
働
局
雇
用
環
境・均
等
室

☎
０
９
９（
２
２
３
）８
２
３
９

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
活
応
援
し
ま
す

　
県
で
は
、本
県
へ
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
の
促

進
を
図
る
た
め
、本
県
内
で
行
う
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
や
採
用
面
接
に
お
い
て
、県
外
在
住

の
学
生
や
卒
業
後
３
年
以
内
の
求
職
者
に
交

通
費
等
を
支
給
す
る
県
内
企
業
等
を
支
援

し
ま
す
。

補
助
対
象
者

鹿
児
島
県
内
に
事
業
所（
就
業
場
所
）が
あ

る
個
人
事
業
主
や
法
人
等

補
助
対
象
経
費

補
助
対
象
者
が
採
用
面
接
又
は
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
行
っ
た
県
外
大
学
生
等
に
要
し
た

交
通
費
及
び
宿
泊
費
の
う
ち
、県
内
企
業
等

が
負
担
す
る
交
通
費
及
び
宿
泊
費

補
助
上
限
額

⑴
交
通
費
、宿
泊
費
合
計(

全
員
分)

の
２
分

の
１（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

九
州
内
在
住
者
上
限
１
万
円
／
人

九
州
外
在
住
者
上
限
３
万
円
／
人

※

詳
し
く
は
、「
ふ
る
さ
と
鹿
児
島
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
就
活
応
援
事
業
」で
検
索
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
県
庁
産
業
人
材
確
保
・
移
住
促
進
課
雇

用
促
進
係
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
０
９
８



令
和
４
年

６
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

ト
ピ
ッ
ク
ス

河
川
愛
護
運
動

交
通
事
故

相
談
所

特
定
健
診

各
種
検
診

町
内
新
小
学

１
年
生
紹
介

第
９
回

エ
ッ
セ
イ
募
集

労
働
保
険

年
度
更
新

育
児
・
介
護

休
業
法
改
正

そ
の
他

お
知
ら
せ

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

就
活
応
援

農
業
者
向
け

各
種
補
助
事
業

-11- Tatsugo

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

　
奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
４
年
6
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

6
月
9
日（
木
）

　
岡
本
敏
徳
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

6
月
16
日（
木
）

　
和
田
知
彦
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

6
月
23
日（
木
）

　
平
野一哉
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は一人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を
ま
と

め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け
て
申
込

さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
も

市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

市
民
生
活
係

☎（
５
２
）１
１
１
１
　
内
線
１
７
１
６

か
ご
し
ま
子
ど
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談

通
報
窓
口

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、中
学
生・高
校
生

等
を
対
象
に
、悩
み
の
相
談
や
い
じ
め
の
目
撃

情
報
な
ど
を
、身
近
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
相

談・連
絡
で
き
る
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
身
近
な
人
に
は
な
か
な
か
面
と
向
か
っ
て

言
え
な
い
よ
う
な
悩
み
に
つ
い
て
、チ
ャ
ッ
ト

形
式
で
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。相
談
の
秘

密
は
必
ず
守
り
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
通
報(

24
時
間)

い
じ
め
に
関
す
る
情
報
な
ど
、友
達
の
こ
と
で

も
自
分
の
こ
と
で
も
24
時
間
い
つ
で
も
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

開
設
期
間

令
和
５
年
３
月
31
日（
金
）ま
で

　
登
録
方
法
等
、詳
細
に
つ
い
て
は
、県
教
育

委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

県
教
育
庁
高
校
教
育
課
学
校
教
育
生
徒

指
導
班
☎
０
９
９-

２
８
６-

５
５
３
２

鹿
児
島
県
交
通
事
故
相
談
所

大
島
で
相
談
受
付

　
交
通
事
故
相
談
所
が
、出
張
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
交
通
事
故
相
談
所
で
は
、大
島

支
庁
に
お
い
て
定
期
的
な
出
張
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。相
談
は
左
記
の
と
お
り
実
施
す

る
予
定
で
す
。な
お
、相
談
は
無
料
で
す
。

日
　
時

６
月
27
日（
月
）午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
相
談
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

６
月
28
日（
火
）午
前
９
時
〜
正
午

（
相
談
受
付
は
午
前
11
時
30
分
ま
で
）

場
　
所

 

大
島
支
庁
会
議
室

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観
点

か
ら
、中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

必
ず
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。県
交
通

事
故
相
談
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。※

詳

し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　  

　 
県
交
通
事
故
相
談
所

☎
０
９
９（
２
８
６
）２
５
６
５

ス
ト
ッ
プ
！
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
携
帯
電
話

う
そ
電
話
詐
欺
に
注
意

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

労
働
保
険
年
度
更
新

　
奄
美
警
察
署
・
奄
美
大
島
防
犯
団
体
連

絡
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　
県
内
で
は
、う
そ
電
話
詐
欺
に
よ
る
被

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。特
に
、役
場
職
員

を
装
っ
て
、介
護
保
険
の
還
付
金
が
あ
る
な

ど
と
、う
そ
の
電
話
を
掛
け
て
き
て
、す
ぐ

に
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

へ
行
く
よ
う
指
示
し
、お
金
を
振
り
込
ま
せ

る
と
い
っ
た
方
法
で
だ
ま
し
て
き
ま
す
。

　
す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込
ま
な
い
、す
ぐ
に

家
族
や
警
察
に
相
談
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
奄
美
警
察
署
生
活
安
全
課

　
☎（
５
３
）０
１
１
０

　
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
は
、労
働
保

険（
労
災
保
険・雇
用
保
険
）に
係
る
保
険
料

に
つ
い
て
、左
記
期
間
に
前
年
度
の
確
定
保

険
料
と
、新
年
度
の
概
算
保
険
料
の
申
告
及

び
納
付
を
行
う
、年
度
更
新
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

期
間
　
令
和
４
年
６
月
１
日（
水
）〜

令
和
４
年
７
月
11
日（
月
）

●
鹿
児
島
労
働
局
か
ら
送
付
さ
れ
る
申
告

書
お
よ
び
納
付
書
に
よ
り
、期
間
内
の
申
告・

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

●ｅ-

Ｇｏｖ
か
ら
、電
子
申
請
に
よ
る
申
告
も

可
能
で
す
。

　 

鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
９
９（
２
２
３
）８
２
７
６

龍
郷
町
河
川
愛
護
運
動
月
間

　
龍
郷
町
で
は
、６
月
１
日（
水
）〜
７
月
15

日（
金
）を
河
川
愛
護
運
動
月
間
と
定
め
て
い

ま
す
。

　
河
川
愛
護
思

想
の
普
及
・
啓
発

活
動
を
行
う
と
と

も
に
、町
民
の
自

主
的
な
河
川
愛
護

作
業
を
通
じ
て
、

き
れ
い
な
河
川
環

境
の
保
全
・
創
出

を
図
り
ま
し
ょ
う
。

目
的

①
河
川
愛
護
思
想
の
普
及・啓
発

②
河
川
愛
護
作
業
に
よ
る
河
川
の
美
化

③
協
力
体
制
の
確
立

河
川
は
私
た
ち
の
大
切
な
財
産
で
す
。ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
愛
護
運
動
を
実
施
す
る
際
、集
落
に
は
役

場
よ
り
燃
料
代
の
支
給
が
あ
り
ま
す
。

　 

役
場
建
設
課
☎（
６
９
）４
５
２
１

取
得
し
や
す
く
な
り
ま
す

育
児・介
護
休
業
法
改
正

　
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
く
す
る
た
め
、

育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

柔
軟
で
取
得
し
や
す
い
育
児
休
業
制
度
に
変

わ
る
ほ
か
、育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
な
ど
に
事
業
主
が
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
変
わ
っ
た
点

・育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
雇
用
環
境
整
備

・
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
、生
ま
れ
た
労
働
者
へ

  

の
個
別
の
周
知
と
意
向
確
認

・有
期
雇
用
労
働
者
の
要
件
緩
和

令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
変
わ
る
点

・産
後
パ
パ
育
休
の
創
設

・
育
児
休
業
の
分
割
取
得
、１
歳
以
降
の
育

児
休
業
開
始
日
の
柔
軟
化

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
変
わ
る
点

・育
児
休
業
取
得
率
の
公
表

詳
し
く
は
、左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　 

鹿
児
島
労
働
局
雇
用
環
境・均
等
室

☎
０
９
９（
２
２
３
）８
２
３
９

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
活
応
援
し
ま
す

　
県
で
は
、本
県
へ
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
の
促

進
を
図
る
た
め
、本
県
内
で
行
う
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
や
採
用
面
接
に
お
い
て
、県
外
在
住

の
学
生
や
卒
業
後
３
年
以
内
の
求
職
者
に
交

通
費
等
を
支
給
す
る
県
内
企
業
等
を
支
援

し
ま
す
。

補
助
対
象
者

鹿
児
島
県
内
に
事
業
所（
就
業
場
所
）が
あ

る
個
人
事
業
主
や
法
人
等

補
助
対
象
経
費

補
助
対
象
者
が
採
用
面
接
又
は
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
行
っ
た
県
外
大
学
生
等
に
要
し
た

交
通
費
及
び
宿
泊
費
の
う
ち
、県
内
企
業
等

が
負
担
す
る
交
通
費
及
び
宿
泊
費

補
助
上
限
額

⑴
交
通
費
、宿
泊
費
合
計(

全
員
分)

の
２
分

の
１（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

九
州
内
在
住
者
上
限
１
万
円
／
人

九
州
外
在
住
者
上
限
３
万
円
／
人

※

詳
し
く
は
、「
ふ
る
さ
と
鹿
児
島
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
就
活
応
援
事
業
」で
検
索
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
県
庁
産
業
人
材
確
保
・
移
住
促
進
課
雇

用
促
進
係
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
０
９
８
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農業者向け各種補助事業
申 役場農林水産課 ☎６９-４５２４ JA龍郷支所☎６２-３１１１

令和４年４月時点

事業名 事業内容 要件等 補助率等 申請時期

堆肥助成事業
堆肥購入費用の
一部助成

□町内在住農家□町税等
を完納していること□町
内に農地を所有している
農家

堆肥1袋につき
認定農家　5,000円
農協生産部会員　3,000
円
一般農家　1,000円

令和４年４月１日～
令和５年３月３１日

苗木助成事業
苗木購入費用の
一部助成

□町内在住農家□町税等
を完納していること□町
内に農地を所有している
農家

認定農家　1/2
農協果樹部会員　1/2
一般農家　1/4

令和４年５月９日～
令和４年５月２０日

アフリカマイマイ
防除対策事業

アフリカマイマ
イ防除剤購入費
用の助成

□町内在住農家□町税等
を完納していること□町
内に農地を所有している
農家

購入費用の1/3
あまみ農協龍郷支
所購買部にて通年
（印鑑が必要）

たんかん販売対策
支援事業

あまみ農協へた
んかんの共販・
委託選果（選果
料、選果利用
料、集荷運賃）
にかかる費用の
助成

□本町在住のＪＡ果樹部
会員□名瀬朝戸選果場の
光センサーを通し「良
品」以上の階級となった
たんかんについて助成

対象費用の全額
（ＪＡ果樹部会にて取
りまとめ）

※詳細はＪＡ果樹
部会まで

重点品目生産拡大
対策補助事業

カボチャ栽培の
資材及び種子購
入費用の一部補
助

□町内に在住するカボ
チャ共販農家で、ＪＡを
通じて資材を購入した者

費用の1/2以内
（ＪＡカボチャ部会に
て取りまとめ）

※詳細はＪＡカボ
チャ部会までＪＡ

さとうきび振興会
助成事業

さとうきび生産
振興（肥料・薬
剤購入・イノシ
シ対策・新植奨
励金・作業受
託）に係る各種
費用の助成

□甘味資源作物交付金の
対象農家で、ＪＡを通し
て賦課金をさとうきび振
興会に収める農家

各種
（さとうきび振興会に
て取りまとめ）

※詳細はさとうき
び振興会まで

荒廃農地解消事業
補助金

荒廃農地の再生
作業（草刈り・
集積・耕耘等）
に係る費用の一
部補助

□町内在住農家□町税等
を完納していること□賃
借契約に基づいて3年以上
営農すること

費用の1/2または
15,000/a
上限額　300,000円
（20a）

令和４年４月　～
令和４年12月末まで

肉用牛導入事業

本町が繁殖雌牛
を計画的に購入
し、一定期間貸
し付けた後、導
入者へ譲渡

□繁殖雌牛購入価格と購
入に要した諸経費の合計
額

限度額　600,000円/頭
令和４年４月１日～
令和５年３月３１日

畜産用簡易資材購入
補助事業

畜産用簡易資材
購入費用の一部
補助

□町内に在住する畜産農
家で、ＪＡ等を通じて資
材を購入した者

費用の1/2以内
（畜産部会にて取りま
とめ）

※詳細は畜産部会
まで

パイプハウス
リース事業

農業用パイプハ
ウス（K6N型1
棟）を７年間
リースし、期間
満了後は申請書
へ譲渡

□町内在住で60歳以下の
者□町税等を完納してい
ること□設置する土地は
申請者が準備すること□
その他

月額リース料　10,000円
令和４年５月～６
月まで

鳥獣被害対策実践
事業

イノシシ侵入防
止柵（ワイヤー
メッシュ）の資
材助成

□町内のほ場で営農して
いる農家及び農地の所有
者□町税等を完納してい
ること□設置及び設置後
の管理ができる者

無料（資材支給） 令和４年５月
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●一般書● ●児童書●
・『はやくしなさい！』中川 ひろたか/金の星社

・『その一言から生まれる物語 １』
日本児童文学者協会/偕成社

・『Dr.ちゅーぐるの事件簿』こざき ゆう/ポプラ社

・『地下鉄のサバイバル ２』韓 賢東/朝日新聞出版

・『つくしちゃんとおねえちゃん』いとう みく/福音館書店

・『みんなのためいき図鑑』村上 しいこ/童心社

・『ぼくの弱虫をなおすには』K・L・ゴーイング/徳間書店

・『捨てないパン屋の挑戦』井出 留美/あかね書房              
・『江戸のジャーナリスト葛飾北斎』千野 境子/国土社   

・『111本の木』リナ・シン/光村教育図書 

・『セカイを科学せよ！』安田 夏菜/講談社                       他

 

・『美術は宗教を超えるか』宮下 規久朗/PHP研究所

・『子どもから話したくなる「かぞくかいぎ」の秘密』
玉居子 泰子/白夜書房

・『朝ラク！スポーツ部活弁当』上島 亜紀/学研プラス

・『ダニとアレルギーの話』高岡 正敏/あさ出版

・『入門世界の民族楽器』若林 忠宏/東京堂出版

・『まんが 墓活』井上 ミノル/140B

・『告発と呼ばれるものの周辺で』小川 たまか/亜紀書房

・『有職故実から学ぶ年中行事百科』八條 忠基/淡交社

・『三国志入門』宮城谷 昌光/文藝春秋

・『地域文化の可能性』木部 暢子/勉誠社

・『奄美・沖縄カトリック宣教史』A.ハルブ/南方新社        他

令和4年6月号
令和4年度生涯学習講座がはじまりました。みなさんいきいきと講座を楽
しんでいます。講座や学び初めにぴったりの本もそろえていますので、ぜ
ひ図書室ものぞいてみてください。

問 生涯学習センター りゅうがく館 事務室　☎(62)3110

中学野球部の教科書
大利 実/カンゼン
　令和の時代に求められ
る指導法とはどんなもの
か。全国大会に導く指導
者たちによる「チーム作
り」の秘訣が満載です。巻
頭に『横浜ＤｅＮＡベイ
スターズ今永昇太投手―
日常生活すべてが野球に
つながる「自分がどう変
わればいいか」を考えよ
う』など。

シルバー川柳 11
全国有料老人ホーム協会/ポ
プラ社
　思わず笑いがこぼれて
しまう、ユーモアたっぷ
りの川柳がずらり。大き
な字で見やすく、何度で
も繰り返し読みたくなる
本です。りゅうがく館に
は１～10巻もあります
ので、お気軽にお尋ねく
ださい。

おべんとう
さとう めぐみ/ひかりのくに
　前からも後ろからも読
める絵本です。行きは、お
べんとうをつくるおはな
し。帰りは、おべんとうを
た べ る お は な し 。本 を
ひっくりかえすとお話が
かわる！ワクワクする絵
本です。

クジラの骨と僕らの
未来
中村 玄/理論社  
　ダンゴムシから始まっ
た生き物好きは小学校、
中学、高校と続き大学院
から研究者へ。好きなこ
とと、好奇心を突き詰め
ることの楽しさ。研究者
に興味を持っている人へ
おすすめです。

生涯学習講座の様子

エッセンシャルオイルの基礎知識 龍郷短歌会「つわぶき」 ninuh@ニヌハ洋裁教室
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わきゃシマの玉黄金

5 may

　　　　　　ち 　 こ

森 千來ちゃん  R３.５.26 生
  赤尾木   父  康人　母   千晃

　　　　　      

豊 はなちゃん  R３.５.28 生
  瀬留　父   大良　母   かおり

　　　　　      ゆ づ き

中　 結月ちゃん  R３.５.29 生
  浦　父   誠　　母   彩子

　　　　　      てんま

辰巳 天馬くん  R３.５.５ 生
  赤尾木　父   貴昭　母   奈緒子

　　　　　     あ い の す け

德永 和之丞くん  R３.５.15 生
  中勝　父   涼　　母   美緒里

満１歳になりました。
この子たちに誇れる町をみんなでつくりましょう。

じ
ぃ

ー
、ば

ぁー遊んでくれてあり
が

と
う

。

ば

あちゃんだいすき～♥ パンがだいすき♡

お
兄

ち
ゃ

んのお歌に合わせてノリ
ノ

リ
♪

に
いに、だーいすき♡

オカヤドカリの仲間
　砂浜を歩くと、貝殻がところどころでちょこっと動くのを見かけます。これらはオ
カヤドカリの仲間で、臆病な彼らは歩いてくる人に驚いて貝殻に隠れているので
す。彼らは木登りが大得意で、とがった歩脚をつかって器用に木に登り、アダンな
どの実を食べます。世界にはヤドカリ類が数百種いますが、奄美にはオカヤドカ
リ、ムラサキオカヤドカリ、ナキオカヤドカリが生息しているとされています。

　オカヤドカリ属の種はすべて国の天然記念物に指定されており、「現状変更」（危害を加えたり、
移動させたりすること等）が規制されています。また、上記3種は奄美大島5市町村の希少種保護
条例にて指定種となっており、この条例でも捕獲等が規制されています。オカヤドカリ類を見かけ
た時は、むやみに触ったりせず、そっと観察するようにしましょう。

写真提供：環境省

【
４
月
届
出
】

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 敬

称
略

保
護
者

高
享

真
吾

赤
尾
木

赤
尾
木

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

大
茂
　
想
奄

有
田
　
蒼
空

明

　美
和
子

長
田

　重
勝

川
口

　利
美

髙
橋

　吉
之
助

二
渡

　昭

武
島

　凛
々
子

河
野

　道
有

円

　豊
弘

肥
後

　イ
サ
コ

赤
尾
木

円嘉
渡

浦玉
里

下
戸
口

玉
里

円浦
　愛
寿
園

(

66)
(

99)
(

89)
(

80)
(

91)
(

91)
(

87)
(

82)
(

95)

香
典
返
し
お
礼
　
　老
ク…

老
人
ク
ラ
ブ

社
協…

社
会
福
祉
協
議
会

・
武
島 

一
朗 （
故 

武
島 

凛
々
子
） 

下
戸
口
集
落
／
下
戸
口
老
ク
／
社
協

・
村
中 

幸
子（
故 

村
中 

正
和
） 

秋
名
集
落
／
秋
名
老
ク
稲
葉
会
／
社
協

・
杉
山 

美
保
子（
故 

肥
後  

イ
サ
コ
） 

秋
名
老
ク
稲
葉
会

嘉渡 14㊋・28㊋　円１㊌・15㊌　

安木屋場 ７㊋・14㊋・21㊋・28㊋

瀬留 １㊌・15㊌　玉里 ４㊏・18㊏

屋入 10㊎　浦  13㊊　大勝 15㊌　川内  19㊐

中勝 ９㊍・23㊍12：00～

中戸口 ９㊍　上戸口 ７㊋・21㊋

手広 ５㊐・20㊊  　赤尾木 １㊌15:00～・21㊋15:00～

芦徳 ８㊌20：00～・13㊊・22㊌20：00～・26㊐

６月どぅくさ会　明記ない場合は14：00～

※新型コロナウイルス感染症の状況により、中止になる場合があります

寄
付
の
お
礼

「
広
報
た
つ
ご
う
」
へ
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
沖
縄
県
糸
満
市
　
奥
田
末
吉 

様

そ

　あ

そ

　ら

県道611号戸口大勝線、下戸口集落入口の道路に覆いか
ぶさっていた木々を、(有)南洲建設がボランティアで伐採
しました。ありがとうございます。－下戸口集落より－

ありがとうございます。

放
送
大
学
入
学
生
募
集
の

お
知
ら
せ

　
放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自

然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広

い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
交
流
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習

セ
ン
タ
ー
☎
０
９
９
（
２
３
９
）
３
８
１
１
ま

で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
出
願
期
間
は
、
第
１
回

は
８
月
31
日
ま
で
、
第
２
回
は
９
月
13
日
ま
で
。
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全国一斉 特設人権相談所を開設します
　全国人権擁護委員連合会は、人権擁護委員法の施行日である６月１日を「人権擁護委員の日」と定め、
この日に「全国一斉特設人権相談」を実施することとしています。
　鹿児島県人権擁護委員連合会においても、県内の各市町村で特設人権相談所を開設いたします。龍郷
町では、下記の日程にて実施されます。
　相談は無料で、秘密は堅く守られます。家庭内の相談事や
隣近所とのトラブル、いじめや差別など悩みや困りごとがあ
りましたら、一人で抱え込まずにこの機会にお気軽にご相談
ください。

令和４年６月１日（水）
午前１０時～午後３時
龍郷町生涯学習センターりゅうがく館

特 設 人
権 相 談

問 鹿児島地方法務局奄美支局　☎５２－０３７６
龍郷町役場町民税務課　☎６９－４５１７

私たちの町の人権擁護委員

岡山　和子

                重村　洋一

平　久美

人権擁護委員は、各市町村長から推薦され法務大
臣から委嘱を受けた民間の方々です。地域で様々
な啓発活動を行ったり、地方法務局またはその支
局で人権相談を受けるなどの積極的な活動を行っ
ています。 五十音順・敬称略

アマミノクロウサギに注意‼
　よーりっくわ走ってくりんしょれ～

アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）

問  役場企画観光課☎（６９）４５１２
今年：18件 2022.５.11現在

龍郷町行事予定６月

日 月 火 水 木 金 土

■でぃでぃクラブ
　りゅうがく館
　13:30~16:00

■保健センター開放
　乳幼児対象 10:30~16:00　

■子育てサロン
　乳幼児対象 10:30~12:00

 保セ …どぅくさぁや館
 がく館  …りゅうがく館

秋名・幾里　毎週木曜　午後２時～
龍郷　毎週木曜　午前９時半～　

大勝　毎週木曜　午後２時～

川内　毎週金曜　午後７時半～

　
中勝　毎週月曜　午後２時～
芦徳　第1・３・４・５月曜  午後２時～

■楽らく体操教室

■どぅくさ会
　明記がない場合は…14:00~

■在宅家族の会
　がく館  14:30~
■どぅくさ会 
　円・瀬・大

■楽らく秋・龍・大 ■保健センター開放
■でぃでぃ
■楽らく川

■どぅくさ会  玉民児協定例会
■保健センター開放
■楽らく中勝・芦
■どぅくさ会
　浦・芦

■どぅくさ会  　
　嘉・安

■どぅくさ会  玉

議会定例会
（～10）

■どぅくさ会  
　芦 20:00~

■乳児健診
　保セ12:30~
■楽らく秋・龍・大
■どぅくさ会  
　中勝・中戸口

■子育てサロン
■でぃでぃ
■楽らく川 
■どぅくさ会  屋

危 険 物 安 全 週 間
（～11）

■どぅくさ会  手

■保健センター開放
■楽らく中勝・芦

■どぅくさ会
　安・上

人権擁護委員の日
■.2歳半・5歳歯科
健診  保セ  12:30~
■どぅくさ会  円・
瀬留・赤尾木15:00~

■楽らく秋・龍・大 ■保健センター開放
■男性料理教室
　秋名10:00~
■でぃでぃ
■楽らく川

定例駐在員会
■保健センター開放
■楽らく中勝・芦

■でぃでぃ
■どぅくさ会  
　芦20:00~

■楽らく秋・龍・大
■どぅくさ会
　中勝12:00~

■でぃでぃ
■楽らく秋・龍・大
■特定（長寿）・各
種がん健診　中勝

■子育てサロン
■楽らく川

■どぅくさ会  川 ■保健センター開放
■楽らく中勝・芦
■どぅくさ会  手

■母子父子相談会
役場２F18:30~
■どぅくさ会
　安・上・赤15:00~

■3歳半健診
　保セ  12:30~
■どぅくさ会  
　嘉・安

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

旧：５月15日

旧：６月１日
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